
1

P.1

私達は、

『摩擦と振動、その制御と解析』により

ひとつひとつのいのちを　

守り、育み、支え続けて行きます。

“ 曙 ”の理念
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曙ﾌﾞﾚｰｷ ｸﾞﾙｰﾌﾟ〔主な生産拠点〕

埼 玉
・羽生製造所
・岩槻製造㈱ 福島

福島製造㈱
〔ﾗｲﾆﾝｸﾞ・産鉄ﾌﾞﾚｰｷ工場〕

・三春製造㈱
・いわき製造㈱

山 形
・山形製造㈱

東京
曙ﾌﾞﾚｰｷ工業㈱ 本社

岡 山
・山陽ﾌﾞﾚｰｷ工業㈱
・山陽ﾊｲﾄ ﾞﾘｯｸ工業㈱

P.3

All rights reserved. Akebono Brake Industry Co., Ltd.

Akebono Brake Industry Co., Ltd.

海外グループ企業海外グループ企業
North America

アケボノコーポレーション（MI)

　　　　（ノースアメリカ）

エーマックブレーキ（KY)
アムテックブレーキ（KY)
エーアールシーブレーキ（KY)
アムブレーキコーポレーション（KY)

インドネシア

ピーティー トリダルマヴィセサ

France

アケボノヨーロッパ
（Gonesse)

アケボノアラス　（Arras)

シ ン ガ ポ ー ル

アケボノコーポレーション　アジア
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福島製造(株)   沿 革

１９７１年４月に操業開始（ライニング）　
１９８４年４月に産業機械用摩擦材を生産開始
１９８６年５月にノンアスベストスライニングを生産開　　
１９９７年７月にＩＳＯ　９００１の認証取得　
１９９９年にパット゛を生産開始
２０００年３月にＩＳＯ１４００１の認証取得
２０００年６月アスベスト品の生産打ち切り
２００１年４月分社により、
　　　　　　　　　　曙ﾌﾞﾚｰｷ製造福島製造㈱として独立
２００５年７月第１回リスクコミュニケーション実施
２００６年４月館林工場を吸収合併
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新幹線のブレーキも造ってます。

概　要

設　立　：2001年４月２日

資 本 金：２０百万円（曙ﾌﾞﾚｰｷ工業㈱１００％出資）

売 上 高：７５億円/年

生産品目：ライニング，パッド，鉄道・産機用摩擦材

従業員数：３８０名

勤務体制：２交替制(15時間／日),１部３交替制

稼 働 日：２５０日/年
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曙ﾌﾞﾚｰｷ福島製造株式会社 組織図

環境･安全
管理室

生管ﾁｰﾑ

ＡＰＳﾁｰﾑ

製　造ﾁｰﾑ 生産技術ﾁｰﾑ 品質管理ﾁｰﾑ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ係

製品係

業務係 １係

２係

３係

４係

改善係

設備管理係

保全係

型管理係

ﾗｲﾆﾝｸﾞ係

産鉄係

社　長
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試作係

経理係

産鉄係

業務ﾁｰﾑ

５係

経理ﾁｰﾑ

ISO14001
事 務 局

06年度 福島製造㈱会社方針

１.一人一人の品質確保

２.館林事業移管の完遂と強い収益事業体質への転換

３.安全で快適な職場環境つくり
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環境，安全

　1.安全モデル工場のデュポン診断結果を基にした課
　　題の取組みで災害「０」を達成し、akebonoグルー
　　プへの展開を図る｡
　2.作業環境（暗い・暑い･寒い・重い･臭い・汚い）
　　を具体化し改善を図る｡
　3.｢形成塾」の活用による新人現場教育の充実

安全が保障されていない職場は、職場と云えない
● ｢止めて」「呼ぶ」「待つ」を勇気を持って実践する。
●災害は直属上司の責任である。

P.9

第２回リスクコミュニケーション

　1.実施日　　2006年７月29日（土）午後５時場
　2.ところ　　会社内会議室及び中庭
　3.出席者　　地元自治会役員の皆様（６名）
　　　　　　　桑折町役場（1名）
　　　　　　　曙ブレーキ（7名）

【声】
● 今年は、石綿問題が有ったので開催しないと思ったが
　開催してくれたので安心した。
●信頼･安心できる会社なので、工場を拡張してほしい。
　※地域の皆さんとのコミュニケーション図るため、納涼祭を
　　開催。第２部は納涼祭の会場で懇親会。
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生産重量と産廃重量
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2006年 １ 月 よ り
鉄 道 開 始

埋立てゼロを目指して
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埋 立 重 量 4 9 . 9 3 1 . 2 1 6 . 7 1 3 . 8 0 0
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産廃重量と埋立て重量(トン／月)
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ゼロエミッション推移

‘04年3 月

よ り 埋 立
て ゼ ロ

研 磨 粉 の
実 測 計 量
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工場境界線騒音状況
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最小 43 48 43 43 46 41 42
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測定：朝･夕(ｄｂ)
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工場水質状況（委託）

0

2 0

4 0

6 0

8 0

B O D （ m g / L ) 8 2 2 . 7 2 1 . 9 8

基 準 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0

C O D （ m g / L ) 6 . 8 4 . 3 4 . 5 4 . 6 5 . 5

基 準 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0

S S ( m g / L ) 1 7 . 3 1 1 . 2 1 1 . 9 1 3 . 4 1 4

基 準 7 0 7 0 7 0 7 0 7 0

' 0 1 ' 0 2 ' 0 3 ' 0 4 ' 0 5
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工場境界線粉塵濃度
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境界線石綿粉塵濃度推移
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測定個所 春 秋 春 秋 春 秋
①地点 1.35 0 . 24 0 . 09 0 . 58 0 . 29 0 . 22
②地点 0.39 0 . 14 0 . 09 0 . 50 0 . 23 0 . 84
③地点 0.34 0 . 34 0 . 09 0 . 26 0 . 35 0 . 27
④地点 0.14 0 . 58 0 . 09 0 . 57 0 . 62 0 . 35
⑤地点 0.24 0 . 34 0 . 09 0 . 50 0 . 56 0 . 72

管理濃度 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00

平成3年平成2年 平成4年

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
0.58 0.46 0.74 0.68 0.41 0.56 0.87 0.45
0.65 0.40 1.14 0.67 0.64 0.46 0.93 0.52
0.36 0.25 0.20 0.23 0.31 0.35 0.89 0.37
0.33 0.43 0.31 0.34 0.34 0.22 0.53 0.53
1.00 0.46 1.25 0.59 0.50 0.90 0.99 0.46

10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00

平成8年平成5年 平成6年 平成7年

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
0.40 0.48 0.21 0.84 0.42 0.20 0.22
0.39 0.69 0.27 0.28 0.29 0.29 0.41
0.14 0.49 0.43 0.28 0.57 0.35 0.27
0.15 0.35 0.23 0.86 0.29 0.30 0.21
0.82 0.72 0.27 0.74 0.54 0.34 0.27

10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00

平成9年 平成10年 平成11年 平成12年

石
綿
廃
止
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工場概要と発生産廃物

配　合 撹　拌 熱成形 熱処理予備成形

仕　上 ﾏｰｷﾝｸﾞ 検　査 梱　包 出　荷 お客様

切断・研磨・孔明
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集

塵
屑 バリ

切断
バリ

不良
品

研磨
粉

産業廃棄物の種類

紙・布・手袋
木材・生ゴミ
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不要物
(産廃物） 分別

ビニール類
ポリコン・乾電池
原料袋

研磨粉・バリ
不良品・切粉

サ ー マ ル リ サ イ ク ル

サーマルリサイクル

リ サ イ ク ル

リ サ イ ク ル

廃油・廃液・タール

金属

焼
却

生材・集塵屑 焼
却

再
生
原
料

再生原料

燃料補助材

再
生
原
料

再生原料

サ ー マ ル リ サ イ ク ル

リ サ イ ク ル
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完全循環型工場へ
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他の方法で
再利用する

Recover

使用量を
減らす

Reduce

再生する

Recycle

再利用する

Reuse

研磨粉の路盤材化
廃プラスチックの固形燃料化

粉塵飛散防止
研磨代削減研磨粉の再利用

不良品の再利用

トイレットペーパー
鉄筋棒

住宅用ボード
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そ
れ
か
ら
の
新
鮮
組

４
Ｓ
で
夜
明
け
待
つ

私たちは、夢を創造し自分を磨くために“新鮮組” 活動
を実施してます。２回/月、間接部門者全員で設備を磨き

ｶﾞﾗｽを床を磨き、工場の内外のクリーンアップをしなが
ら自分自身をも磨いております。

社長も社員も、最近では出張者も参加してくれます。

最初に見ていただいた会社の正門は、私たちがデザイン
してペンキを塗って製作したものです。

新鮮組活動


